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総 合 雑 誌 の 語 彙 調 査

・中 ・問 報 告

目 次 な らび に 概 要

○ 総 説2

。この調査全体の範囲と規模

。ここで中間報告をするのは延べ六万語の集計の結果

ユ 使用 度 数 の多 い199語.ご3

。標本度数40以 上の語が199語

。199語 全体の使用率

。語彙表

2か たか な を用 い た語7

。 一部または全部 をかたかなで書いた例のある語が989語 ある。

・その種類および使用率

・1/4ぺ づ ご・に勸 れる割合

3表 外 字 を用 い た語13

.繝 澣 灘 の灘 黼 い姻 のある語,・895語ある。

・用い軅 煉 牌 のmは6ユ 錦

4語 彙 の総 量 の 推定24

。 総合雑誌1年 分の本文(延 べ九百万語)は,約 二万の異なった語で書かれ

ていると推定 される。

。 その推定法にっいて。
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軈 ・o。 総 説

韈 。.。 。の飜 の範囲及び顯

執
・ 雑 誌 の種 類:総 合雑 誌 お よび それ ε近 い内容 を持 つ雑 誌 ユ5種

鉱.改 造 ・解 放 ・世 界 ・世 潮 ・中 央公 論 ・文芸 春 秋 ・

難 学 園評論 咽 民 ・心 ・人生手帖 ・日本及び 昨 人 ・

鉾 二 鼻 一エ イ ジ,平 和
勤
継 範 囲:昭 和28年7月 号 ～昭 和29年6月 号 の 本誌 お よび材 録

a.r:揖 殺の期 問 中 に出 た増 刊 号

勲 標 本 ・ 全体約二万三 千 鵡 ジか らユユ2・心 ジ撫 作為 に抽

歎.出 し測 ・そ曜 れの1/^_%r}.を 鮓 為 に齢 ご・罫
礁 団啾 きさ ・9・・臑

,,:漂 本 の大 き さ:2n r万 語

・;'な 扣
9こ の 調査 は,「 当用 漢 字 の適 用 に よって生 す る問題 ご その 解決 法 の研

影 究1の 題 で,女 部 省 試 験 研究 費 の交付 を受 けて行 っ た作 業 をふ くむ。

lO・1こ こ で中 間報 告 をす るの は,

1・ 改造c解 放 ・世 界 ・世 潮 ・中 央公 論 か ら採 集 した延 べ+二 万 語 の標 本 にっ い

マ て,も う一 度 無作 為 に選 ん だ六 万 語 の集 計結 果 で あ る。
な メ し

鍔、,こ の 延 べ 六 万 語 はt異 な り一 万 語 か ら成 る。
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(3)1藩

鼕豊 使 用 度 数
の 多 い199語`灘

鷺
1・ 延べ六万の標載 ついて鯉 鰡 しデ・褓 ・そこに魎 一万の谿

,.礦
っ九語 が 用 い られ てか る こ定が わか 髄っ た。 その うち鮎語 で40回 以上{く りか え 盤トニ:窯

し用 い られ て い る ものが ユ99語 あ る,,漁 ごヨ

この199語 は,標 本全 体 の ・ぞ

異 な り語 数 で2%延 べ 度 数 で42%濠

を 占 め る。 嫁

1e1語 彙表 、∴1

。 見 出 しの か たか な の書 き方 は「 婦 人 雑 誌 の用語 』 の例 に よ る。 ただ 譜i

し,カ リル は一段 活 用,カ リ.ルは五 段 活 用 の 動 詞を示 す・ 艢 気1

。漢 字 は意 味 の注 記 ご して加 え る。必 す しも実 際 に用 い られ た もの で

は ない 。 . ,1

。 見 出 しの左 の数 字 は度 数順 位,右 の 数 字 は標 本 度 数 で あ る。 一.

讐{芽/藩 → 劃 鏘1299293278・

罷 懸1辮 灣256253237'
ツ テキ 的 ・i4ggl2・ 、キ … レ 来 脇

詔 ・ル 蕩 膿 鬮 ζ;羣218218
ユ・ コの 此44ユ 劉 笥

力 彙2°5197

郡 ∵1劃 ミ郷;L196195192180・
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羸 渝'
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ドま

2か たか贊 用い嬬 獅欝 陛 灘'唱 馬

.1蓐

2。Oま え が き' .蓬

榔 まナ・は全部をかナ・かな磚 し'瀟 は課 なり醐万勸 中に約吁 語(989譲

語 一99%)あ る 。'諺
ね デ な　

その一吁 語 が繰 返 され ア・回数(使 用 度数)壱 ま2347回 で7こ れ は総 使 膿 数 煽

六 万 に対 して約39に あた る・ この一 千語 が ど うい う種 類 の語 に よ って 占 め ぐ

られ るか を見 るた め に}ま すY次 の四 つ に大 別 して その分 布 の状 態 を 調 べ た。 ,偽

配 懸 卿 覦 に用し'ら就 もの ρ ノ 隊
幺 撫 語 の表記 に用 いられた もの'}

a漢 語 の表記 に用い られた もの ∵
丶'

零

4.記 号 尹音 衰記,ル ビ等 に用 い られ た もの

(異 な り989語 の分 布)(使 用度 数2347回 の分 布)

.一 、 一唱一

外 来 語 外 来 語

・782語(790�)
,・.2022回(86%)

＼趣 総糖 ＼騰 鴨 ・
その他44回(2%〉

以上の分 布 をみればン異 な り語,使 用度数 の双方Lも かたか な書 きは外来語

に用 い られた ものが圧倒 的 に多い こごが わかる。

噂.継 麹i麹 に用い硬 ナ・かア・立 廴.._._____一_

臓1癨 壷靈課.、___.__一_1__～ ～"__～__醐 一 一 噂一一一一㎜一

。1

ド.φノー.㌧「誌
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(地 名)'ン ヴエ ト の 略語 形 た るく ソ〉 を含 んで い る・(使 用,,,回)

なお,〈 ン連 ア 日ン,米 ン〉(異 な り3語 尹使 用度 数75回)や く 対 ン,駐

ソ,入 ソ7反 ソ〉(異 な りCFrany使 用度 数5回)も 便宜 上 この中で 数 え て あ る。

ン ヴエ トの略 語 こ して の〈 ソ〉 が さか ん に使 わ れ る の は,〈 蘇〉 が制 限 字で あ

る こ ごに原 因 して い る。

(そ の他)こ こには9地 名,人 名 以外 の外 来 語,外 国語 をお さめた が ノ こ

の 中 にはJ単 独 で,も し くは他 の語 ご複 合 して丿 固有 名 詞 ε して用 い られ た も

の48語(延 べ69語)を 含 んで い る。ノ

《 蕨 ぽ琢 無(雑 誌名)朝 日ピー・・(覯 名) 一),

愈 嘱 く ガ騨,急 カー プ〉 なごの翻 重語 を ユε語(延 べ25回)含 ん でし・る。

こ こで注 意 した い の は,.上 の782語 の うち14語 につ い てはフ か たか な を 用

い ない裹 記 が同 時 に εられ て い る こ ごで あ るQそ れ ぞれ の語 こ ごにfそ の表 記

の ゆ れ方 を見 る ご,以 下 の よ うにな っ てい る。

{裹 言己 度 数i裹 言己 度 数1表 言己 度 数;老 蔓 言己 度 数
ミ く 　 り 　 ゾ　 ヘ デ 　

… 柚 ス 戯 英 吉利2捻 胸 ス・ こ …基 督 ユ
ー}・ バ36i印 度7門 一・・一 ・一 ・弊 耶r蔦 ギ

轡 ・シャ ・i希 臘 ・ ……そ}…28陣2
iシ ナ1i支 那4iの1ト ソ 頓 噸 ・瓲8・

iド イ ・4Qi独 逸2… … ←・魂 ソ ・3瀦28

;名㍊ 論羅 譜 捲 量控と量1
し 潮 シ㌔_1塹_・_l
i小 計 ユ48;2ろ1

巨:虱 礪 儼 記剛 ・・られナ・かた櫨

踵 類 黔 り語数綾 膿 鄰 例 語i

随 葛5廼 引 才轟 蔽 野 馳 容;即 漸 ξ脚τ

i矧 訓 、ll幅 謀 語1一 叫… … 鴨;…i弱"1

262}吊 ㎝ … … 一 … ヘ コ

(地 名)日 本 の地 名 を冫全 部 か たか な書 きに した の は,〈 イ タ ミ飛 行 場 〉



(Ji

だ けで,こ れ は非 常 に特 殊 の揚 合 で あ り,多 くは,〈 市 ガ谷,丸 ノ 内〉 の よう

に助詞 の部分 をか た か な に した もので あ る。

(、人 名二)ほ こん ごが女 の 名前(小 説 中 の入 物 が多 い)で あ る。男 の名 前 は

く ヒデ オ〉(混 血 児 の名 前)〈 タ ケノv><ヤiト タ ケノv>(共 に 日本 武 尊 の こ 一

ご)の3例 だ が,い すれ も特 殊 の例 ご言 え よ う。

(そ の他 〕)こ こには い ろん な性 質 の語 が含 まれ るので,こ れ を ます 尹漢 字

で は書 け ぬ語,す なわ ち漢字 をあ て る習 慣 の な い ご認 め られ る語 ご尹 そ うで な

い もの ノ す なわ ち漢 字 を あ て よ う ご思 えば あて られ る もの こに大別 した。(そ

の区別 は 「明解国語辞典 改融 ・」の見 出 しに灘 が示 され τい 飆 し'ないかで

見 分 けた。)

欝ぎ僅慶〆塞 囓
艦 繹 る喉 糊_ワ 蒋 セ_ξ一薦 劇234…銑 憶幽璽 耀 墜劉
一一 一 … ・一 一 一 一 ～ 一 一一 丶曜り一一 ～ 一 一 一 一 一一十一 一 ・・一一一 一 一一 一 ・一 ¶一 ・一 唱一 ・一 一 ・・… 一一 一"一 ・一 一

(漢 字で は書 け ぬ語)

ユ)擬 声 語 ・擬 態 語 一一一これの か たか な書 きが24語 あ る中鴛表 記 の ゆれ て

い る もの は,次 の4語 で あ る。

じ

1一 表 言蔓～退 鑿」_壅_起 ～ 遮 数1

匡∵1「 二ご梦 畫}
1・ ン・ソ 退 齪 ん:3}
L撚 ヨ1受iは っ凱り議{



繕 警'『/ノ ・

....91.∵(10)

鍬 瑟麟 難 鱗 覽ζ瀞 紘 、,
驚 ・(灘 で 繕 ける謝.・ …1パ ー'い
;『ワ1)動 植物名で表 記 のゆれて いるものは次の;語 であ るρ

1溶 再 罫 薄 こ 墜 諮 讐 幵 ジx::
c'N殿 ≒ ピ

_竿 工2g.i
ダロ りドニ

雲 ・2)活 用語 で 尹表 記 の ゆ れ の あっ た もの は次 の6語 で あ る。

ll-1ξ τ:遮評泰 悪
1,薪'鷺 耄い ㌶{
窰}、 一 ラ ・つ鵬 ユ 睨みつけ ・ ・{

轟
:一 彑三趣2二 〔:1:

_無 い'ない笠 辷圭鑿ニヨ'

llJ)鯀 騰 で覦 卿 れて・・るものは細 輝 で軽 ・・.

1慘騰諜飛調
ξ 、 菰 二 論 なめ12デ 鵬 簸 跏 ご漏
裂.キ ッカケ 、}き つかけ2わ 勿 ユ 吃驚 びっ くり2・

1::…2隰 きれい3{・ モ2紐1、

1
∴:暮 一 ∴1隣 黶 究竃く426

a

,,



灘 騨 ∵'罎1・ 霑 一气一'"!'"…'黛 砲 謬

蒹
・鍵 三 一 ・ 二 顧 。・

黥 (11)・ 壕 讃

1ド塁靈ユ邏匿醸
触 騰 腰

1鴨4)接 辞 く ヵ年〉 の一例 を除 き9他 はすぺ て表記が ゆれている。'謹 瀬
r

l 騨 再 需 己靉ヨ 縫

1ジ 隣 ・・i評 熱 …14 ,◎ll
…-iナ ソ … さ ん74・ 継

翻 … 驢…._...._._.r.一._._X23.一 一一214';,;

i;2・3漢 語艨 言調 い鯛 こかアこかな ゜ 編

1飃翻竪塵 ☆蠧 艫1
馨 、 ここで表 記 の0+て い る もの 歟 の勸e・.捻

臨 薩二証二疆工 灘 こ 醜 ・.,爆

鸚 〆矧 蕎 誓1[1{

1
・脆一鐙遥レ 擁

L
l鸛 、、 凱.、 蝓
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厘三 〕記号・音塑 ゴ鷹 塾 弛 う竺 挫 挫__一__穹

輝 類懃 糴1例 董_____～ 」
;h一説…蕚rろ 冒1…δ一 そ 曙 τ1

…音認 ユ9・23赤 ソ坊,か ッ・,弓1ッ ころが 玄,た だ今 ア ・畷

し瓢 ビ}ユL上絃」裹塵 彑 墨 籖壺童慈監.～ 一_‡
・i35;44

(音 表記⊃ こい うの はノ撥 音3促 音 ノ長 音等 を示 す た め に用 いた もの,ま た7

特 別 に語 の読 み方 を示 す働 に用 し・儲 の 蟹 を含 む ・ 鶴 。ント 畿 。、

(ノソビ:)も,語 の読 み 方 を示 す もの で あ るがJこ の 中 には ・ 「選 同 」 「竪 揺i

の よ うな 广 勸 二 瞭 記 湘 され る もの が6語 含 まれて ・・る.ノ鞍

25]%4^'"ジ ご ・ にか ナ・か 傭 の現 わ れ る黔

雑 誌 の%ペ ー ジの面積 を単 位 の広 さご してiそ こに含 まれ る すべ て の語 の延

べ語 数 ご,か た か な を用 い た語 の延 べ語 数 この割AC1を 調 べ た結 果 は次 の通 りで

ある。 俵 中164莇 るの は,100謙 ・i6語 の割 合 で か た か な語 を 含 む

場所(�/ペ ー ジの広 さ)が 四箇 所 あ っ た こ ごを示 す・)

　　 へ 　 へ いへ 　 に　　 　 　 　 い　　　　 コ　 　 リロヤ　　 の　　　　　　　 ミ

,・123…723;ユ45}241}

!ユ7・}822・5・1}

2
3
4765556鑞 瑞 ＼

156劉 匙 ユlL∴_∴ 」__」

。 こ、に%ペ ー 理 呼 んだ の は,こ の語彙 調査 の採 集 カー一 ドー椥 こリプ リ

ソ トされ るだ けの大 き さ(つ ま り雑 誌 の一 ペー ジの%の 大 きさ)で あ る。

調査 した%ペ ー ジの総 数 は558箇 所 で あ る ・

oか た か なで表 記 され た語 の きわ めT多 い場 所 はr外 国 の政治 ・経 済 事

情 の解説 ・論 文で 外 国の地 名 人 名 が しば しば 出 る もの,ま た は外 国 の地 名

な ごを表 の 中で 列 挙 した ものが,ほ ごん ざ を占 めて い る。

oか たか な を一 度 も用 い なか った翅 ペ ー ジは数 は多 いが,目 立 った 特徴 は

少 ない。 座談 会 ・小 説 な ざにや や多 く存 在 す る傾 向 が認 め られ る程 度 の事

しかJま だ分 って い な い。



('13)

3影 トで臣 鵠索誤

3・ ○ 延 べ六万語,異 な り一 万 語 の うち,当 用漢 字表 外 の漢 字 を用 い た例

の あ る語 は, ノ
異 な りで865語(全 体六万 語 の8.7/0)

延 べで5153�(全 添ポ万 語 の8.6%)

そ の うち,表 外 字 を用 いた例 は,

延 べで1569語(5153の30。5%)

全 俸毳 万語 の2.6%

ま た,そ こに用 い られ た衰外 字 は,

異 な りで613字

延 べで1647字

(こ の 表外字 の延 べ宇数 が漢 字 全 体 の延 べ字 数 に対 す る割 合 は,ま だ 計算 され

て い な いが 丿お そ ら く3%前 後 ご予想 され る 。昭和28年 度 の 総 合 雑 誌 の調 査

で は3.Z7°oで あ つたo)

3・1裹 外 字 の表,

用 い られ た裹 外 字613は 丿次 の 表 の通 りで あ る。(配 列 は ほ ぼ康 熙字 典 の順

∴讐 ∵)讌 鍵 魏
2㊨ 亘 亨 イト仔仙伊伎侈俟俯俸俺倚徹偵傀傘

傭傲僅孃縄 儲儼 冑 冥 凌凛 凭凱 函

剃劃劉 勃 勿 卿 厄厠 叛
3叩 只吃吊呑吻吾 呂呆呵呟咳咽哨哩唇唸啄啼喉

喋喘喧喰鳴嘗嘘嘩廟噂喞 豊噸嚢 囮 坐垣竢

埓掘堆堺塚揖塵墟塾籌 壺 夙夥 夷奈套奠

奢 妄妾姦娼嫌嬉嬌 宋要 宥寐寔 尖尚 尤
尨 尻屡 屯 岡崎崖嵌嵐嵩巖 巴巷 巾

,"庄 庇庖廚廠 廻 廿 弗弼彌 彦

4忽 怨恰恣悄悉惚惣惧惹愕愴愾慂懍慧慫慾憑憚

憺 戊戌或戚戟戮戴 戻扉 托把抛披抹拭拳
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按挑 挫挽挾捉捏捗 据捲 捻捷捺掠 掩揃揄揆挿 揶

掻 摺撒撥撰擡攪 斬斯 於 旦昂昆 晋 晦智曝

日曹曾 肋 朴杉 李杜杷 枉枕砕 柑柏柢柵 栂

柴栓栖 栗桎 桶 桿粱梏 梨梶棉棚棟 棧椅楓 楯楷 槓

榊樋檎櫓 此 歿殆殞 殼毅 毫 氾汁汎汰

汲沁 沫沙泄泡泥洟 洩洪洲凌浩 涎涯涵 淀淋淳 淵

渙 渦渫湎溜溝浴溺滓 滔漱 撥潟潰濤 濡瀕灘 幻

灼 炬焚 煉熈 煽熄 熊燵… 爺 俎爽 牌 牒 牙

牢覃 犀 狗狙狡循猫 猿獅

5茲 琉 瑞瑣 瓦瓸瓶 甚 甥 畠畸畿疇 疏

疵 痕瘠 癩 皿孟盃 盞 眉眺睦 睥睨瞭瞰 砌

砥硯碍 碼磯 祀祟 祠祿頽 禰 秦稀i稽 穿 窟

窒窺鼇 爆
6笠 笥筈 筑箋篇箪簫覈 籠 粁糞 紐 紗紘 絃綜綻

絣綺繩 繋辮 纒 罐 罹羅 翳 而 聯聳 肘

駐 肢 脇 腎膝膿 臀臂 臆臘 臼 舷 艘 芥 芦芹

苅苑苛茉 芒萩莫 菱萄萎 葡葵葺 蒐蒔 蒙蒲蒼蓋 蓙

蓮蒋蔭蔽 蕩薩藁 藤藪 蘇 蘭 虎 蛙蛛 蛤 蜂蜘蜜

螢蝉蟹蟻蠅 袍 袖袴 裡裔襖襟 覇 覊

7覗 訊 註詮誰誹諒 諜諤 諦諱 謂謗謬謳 譏讐讖 讃

貌 貪貰貼賭贅 趨 趾跌蹉 蹠蹴躁躇 躊.躯

軋輔輯輻轟轢 辣 辰 辿迄迦 這逝逞逢遙 遜

遮邁 那郁 醤 醗醵 采

8釣 釦鉈鍋 鍬鍵鑵 鑽鑿 閔闇闖 阪 阿隅隙朧

雀 雖 雰 靡

9靴 鞄鞆 韓 頁 頃頑願 頗頻顎穎 巓 鮫餅餌餐

饗to馳 馴馼 駄駈駒 骸 髣髴 髷 鬨

li鮭 鯖鯛鰊鯱 鰹11111'`111,,鳩鴨鵜 鵬鶴 鴎鷹 鹸 鹿

麺Z3鼠14齊17龍
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3・2表 外 字 を用 い た語 の表

使 用 度数 が5以 上 に及 ぶ表 外 字74種 につ い て9そ の 字 の用 い られ た語 を示

す ごン次 の表 の通 りで あ る 。

○ この表 の漢 字 の配列4�,字 の度 数 順 ごv)度 数 の等 しい もの の 間 で は康 煕

字典 の順 によ った 。

○同 じ字 を用 いた 語 の配 列 は 丿 その 字 の音 を用 いた もの を先 に,訓 を用 い アこ

もの をあ ごこ し丿 さ らに2一 字 め に用 いた もの 丿二 字 め に用 い た もの ・・…

に分 けJそ れ ぞ れ五 十音 順 こ した 。

○固有 名 詞 には ・印 をつ け,さ らに,人 名 に は(入),地 名 には(地)の 注

記 を した 。

○ その語 が 丿 その 裘 外 字 を用 い な い で も書 か れ て い る時 は ♪ 「その語 の他 の

表 記 の度 数 」の欄 に2そ の種 類 ご度 数 を示 した 。 その表 外 字 に あ た る部 分 が

他 の漢 字 で あ る時 は その漢 字 を示 し,ひ らが な書 きは ひ,か たか な書 きはカ

こ した 。

髀 勘 麟 音 訓{その糊 い嬬 …絵)そ驪 麗 驪 …そ曝礁 麟

則 云70ウ ソ 落 々i・ に 一 ㎝ …・l

i}il・ ・ う}云 うi651言 ・2ひ94211・ ・9}

iii.li云 ・・か え る}2}言2ひ2i61

… 一}云 い放つ1・i-・1

}∴ ∵ 。ろ;評i3諞 詔141…

}臼ii聴 巨}日 ・
}、 口ii今 頃}li冖il

li一 騰}3"2f1判63
}}li、 年 頃 ・ ・}-i1

閾 ∴煽 一 に 巨 、
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4語 彙 の 総 量 の 推 定

4・ ○ 総 合雑 誌 の 一年分 の本 文 は ♪ ごれ ほ ごの数 の 異 な る語 で書 いて あ る

か 、,延べ語 数(総 使 用 度数)が 標 本 値 か ら推定 出来 るのだ か ら丿異 な り語 数 に

つ い て も同様 な推 定 値 が 得 られ な い ものか 。異 な り語 数 の性 質 上,延 べ語 数の

よ うには簡 単 で ないカ㍉ 一 往 の推 定 法 を見 出だ した の で 丿 中間報 告 を す る。結

果 を まず示 せば9そ の語 彙 の総 量 は約 二万 語 ご推 定 され た ・

4・1推 定 法 の アイデ ア

標 本 にお け る異 な り語 数 を知 って もSそ れ だ けで は 調査 対象 の語 彙 の総 量 を

推 定 す る事 は出来 ない 。 それ は使 用度 数(延 べ語数)が た こ えば2倍 にな って

も異 な り語 数 は2倍 近 くは な らち それ よ り少 な い語 数 こな るか らで あ る。っ

ま り異 な り語 数 が増 え る速度 は次第 に鈍 くな る訳 で あ る。一 方 も し延 べ語 数 ん

が 増 す に連 れ異 な り語 数 た が ざ う変 るか が函 数 で表現 出来 れば 丿 すな わ ち

紀 一ノ〈の に な るよ うな函数凶紛 が見 つ か れ ばYこ れ を使 って 脳 こ乱年 分 の本

文 の延 べ語 数 を代 入 す る こ ごに よ'J」 語 彙 の総 量 が推 定 され る。

そ こで,ラ ソダ ムに抜 いた延 ぺ桟語 につ いて ます整理 し,異 な り語 数 が 急 で

あ る事 を確 か め る 。次 に 艦語('C-,〉 駕)ま で を整 理 した結 果 か ら艦(紀 冫茗)こ

い う値 を得 る。 こ う して観 測 値C稿 極)の 組 を記 録 して1そ れ らの 観測 点

に む

1万 ヒ
〆 ぜ/〆

_i国,8`
レ ノ　ニ でレノ

ミ ノ ノ ノ

8千 「
/丿//

tμ/°/
・6千 ト

/!〆/
}/〆
・/〆

1㌶//
1・ 詮 一f莠r冖 亠 蕩 レ 泰 二 閉　三募… 漏… 弥 …端 券

一→ 延バ語数

第1図
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(の 近 く)を 通 る よ うな函数 を求 め る事 力㍉ この 問 題 を解 く第 ・一段 階 で あ る 。

幸 な事 に5わ れ わ れ の得 た デ ー タは第 ユ図 に見 る通 り適 当 な曲 線 で相 当 よ く近

似 出来 そ うで あ るc・

4・2推 定 に使 う函数 を求 め る事

一 般 に
sあ る大 きな言語 集 団 の それ ほ ざ短 くは な い時期 の 言語 表 現 を考 えれ

ばsそ こ に使 って あ る延 べ語 数 ・吃は無 限 大 だ ご見 て よい 。 しか しその場 合 も異

な り語 数 罵 に は限 りが あ ってSそ うや た らに沢 山 の語 が使 わ れ る訳 で は ない。

この 限界 の値 をiこ す るQ従 って
ノ

前 提 ユr.→ ⇔◇ の時 ん → ∠ 、

一 方
冫肥 の変域 の全 体 にわた って よ く近 似 す る函 数 が求 め られ た ご すれ ば 丿 そ

の 函数 は言 語 理 論 上 自明 な次 の二 つ の条 件 を も満 た さな くて は な らな い。 す な

わ ち

前提 五/邑oの 時 ん 一 〇;

前 提 血tz._1の 時 々 蹴1。

今 第1図 をなが めて,第 一次近 似 こ して次 の想 定 を す る:延 べ語 数 で 花 ま

でを調べ塒 の筋 勵 嚀 讒 が 悪 彙総勧 加 磯 を引いた値眦 例す・.

この仮 説 は適 当 な比 例 定 数 の を選 ぶ 事 に よって式(1)の よ うに表 わ せ る:

(1)讒 一"(乙 暁).

微分方程式(1)を 変数分離 法 で解 くご丿

(2)廳 鼠 レ3一 ⑯)a鮫%も 麟..

さてCは 自然 対数 の底2.7工828一 で あ り9の は定 数 で あ るか ら2〆%℃

ご置 こ う。 そ うす るご式(2)は

(2/)ん 瓢 乙 くレ裙 舮 触

ご衰 わ され る 。 この式(2)丿 同 じ事 で あ るが式(2!)が7前 提iを 満 た す事

は 明 らか で あ る。条 件 五,血 を満 た す よ うにす れ ば,定 数 洗,ん に もあ る制 限

が つ くが,語 彙 の総 量 の推 定 の た め には さほ ご重 大 で ないか ら,こ 丶で は詳 し

くは述 ぺ ない 。

式(2)ま た は(2/)が われ わ れ の デ ータの 相 当 よ い近 似 函 数 であ る事 は,

次 の よ うに して確 か め られ る。延 べ語 数 をあ る特 定 の 値n.に 取 った 時 の異 な り

語 数 を,改 めて 々。ぎ 書 こ う。つ ま り

臥 姥 く!一 〆 礁 一ム♪)蠶 んく三一 ♂ 卵り

こ 丶で ん を任 意 の実 数(実 際 には整 数)ざ す れば 丿延 べ語 数 が(rt+ん)の 時

の異 な り語 数 廴,廴驚乙蕪 一♂飜 滲 は,代 数 的 な変形 に よ って

(3)㍍ 醜 需 ♂ 概 率乙く1鷲 り.
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際 の結 果 ごよ く合 う事 を示 す もの で あ る。 た こい.Lの 小 さな あ た りで観測 点 が

この 直 線か ら傾 向 的 に それて い る こ して も丿 当面 の 問 題 は乙 を推 定 す る事 であ

るか ら,艦 の大 きな部 分 が直 線 で よ く近 似 さkgi,さえすれ ばJ一 向 に さ しつ か え

な い 。何 ごなれ ば 轟 は 駕の きわ め て大 きな値 一 一 此 蹣・沁 ご員.なせ る よ うな場 合

に対応 す る:w、、の値 だか らで あ る。

4・3! 、の推 定 値

立 返 って第2図 で9原 点Qを 通 り軸OXごg5° を な す直 線OQご 先のPQ

この交 点 をQご すれ ば9∠.の 値 は(海(同 じ事 にな るがOH)の 座 標 の値 で

求 め られ る。

そ こで第 ろ図 を視察 して第 四 な い し第 十 四 番 の観測 点 の近 くを通 る よ うな直

線 を求 め る。 この グ ラ フか ら数 学 的 な操 作 に よって 乙,・ そ・,Cの 近 似 値 が 計算

出 来 る。 その値 か ら出発 し,最 小二 乗解 を求 めれ ばyゐ の一 層 よい近 似値 が導

け るの で あ る 。実 際 には ン

rの 推定 値e19450語 推 定 量 ∠.の 標 準誤 差e2740語

こ な った 。

4・4結 論 お よび付 記

上 に述 べ た方 法 に よ り,現 在 まで に整 理 を終 えた延 べ語 数 約 六 万 の標 本 値 を

用 いて9総 合 雑 誌一 年分 の本 文 の 語 彙 の総 量 を求 め る ら それ は 工9450語 丿高

高24830語(信 頼 度95%で)ご 推 定 され た 。

な お この値 を算 出 す るの に使 った デ ー タは9検 査 を一 回 しか 通 して い な いの

で 丿再 検 に よ って数 値 が あ る程度 動 くであ ろ う。 まアこ観測 誤 差 に関 す る十分 な

イ ソ フ ォメ ー シ ョソ を得 て い な いの で,精 度 も さほ こよ くは な い 。 これ らは今

後 更 に精 密 に調 べ る事 に よ って改 良 され るで あ ろ う。推 定 値 を算 出 す る基 礎 こ

しアこ函数 につ いて も改 良 の余 地 は あ る。更 に この推 定 法 には外 挿 を用 いた の で,

な お検 討 を重 ね るべ きで あ ろ う。 しか し上述 の所 は ∫今 まで ほ こん ご不 可能 こ

して放 置 されて 来 た 問題 に対 し,第 一 次近 似 を与 えた こい う意 味 で,こ 丶に報

告 する次第 で あ る。詳 細 は別 の機 会 に発 表 した い 。


